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ソ
ウ
ル
大
学
校
と
東
京
芸
術
大
学
は
姉

妹
校
の
提
携
を
結
ん
で
十
二
年
に
な

り
ま
す
。
最
初
の
数
年
間
は
、
国
際
会
議
、

講
演
会
を
重
ね
る
な
ど
、
教
官
の
交
流
が
さ

か
ん
で
し
た
が
、
一
九
九
六
年
に
ソ
ウ
ル
大

学
校
で
学
生
版
画
交
流
展
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
共
同
制
作
が
行
わ
れ
、
翌
年
に
東
京
で

同
様
の
交
流
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
学
生
レ
ベ

ル
で
も
本
格
化
し
ま
し
た
。
彫
刻
部
門
で
の

交
流
（
九
八
年
ソ
ウ
ル
、
九
九
年
東
京
）
を

経
て
、
こ
の
二
年
は
、
工
芸
科
が
う
け
も
ち
、

工
芸
の
も
つ
技
術
や
素
材
に
つ
い
て
の
実
体

験
や
意
見
交
換
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
大
学
校
に
は
、
工
芸
で
は
金
工
と

陶
芸
の
科
が
あ
り
ま
す
。
二
○
○
○
年
は
、

芸
大
工
芸
科
の
七
講
座
の
う
ち
金
工
三
講
座

（
彫
金
・
鍛
金
・
鋳
金
）
の
相
互
交
流
、
二

○
○
一
年
は
漆
芸
、
陶
芸
、
染
織
、
木
工
の

学
生
と
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
陶
芸
の
学
生
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
十
月
に
、

ソ
ウ
ル
に
教
官
二
名
、
大
学
院
生
四
名
を
派

遣
し
、
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。
十
一
月
に
は

韓
国
か
ら
教
官
２

名
、
彫
刻
専
攻
大

学
院
生
四
名
を
招

い
て
、
特
別
講
義
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
工

芸
科
交
流
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
交
流
も
一
週
間
に

お
よ
び
、
制
作
の
話
の
み
な
ら
ず
、
未
来
に

向
け
た
文
化
の
立
役
者
と
し
て
、
多
く
の
会

話
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
交
流
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
大
学
美
術
館
で
の
交
流
展
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
と
き
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
学
生
た

ち
が
そ
の
場
で
キ
ム
チ
を
作
っ
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
嬉
し
さ
と
、
あ
ま
り
の
辛
さ
で
涙

が
出
て
き
ま
し
た
。
作
品
だ
け
で
な
く
文
化

を
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
、
若
い
世
代

に
は
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

芸
大
側
も
、
留
学
生
が
率
先
し
て
通
訳
を
買

っ
て
出
ま
す
し
、
学
生
た
ち
は
必
ず
ハ
ン
グ

ル
語
を
一
言
入
れ
て
挨
拶
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
意
義
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
、
芸
術
研
究
振
興
財
団
、

野
村
国
際
文
化
財
団
か
ら
の
援
助
な
く
し
て

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

今
年
は
デ
ザ
イ
ン
科
の
交
流
展
を
行
う
予

定
で
す
が
、
建
築
科
や
、
現
代
美
術
を
扱
う

先
端
表
現
芸
術
科
、
そ
れ
に
保
存
分
野
で
の

交
流
も
と
て
も
重
要
で
し
ょ
う
。

交
流
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
学
生
で
す
が
、

教
官
に
も
、
知
識
や
技
術
を
授
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
次
の
世
代
が
活
躍
で
き
る
た
め
の

土
台
作
り
と
い
う
大
き
な
務
め
が
あ
り
ま
す
。

（
み
や
た
・
り
ょ
う
へ
い
／
美
術
学
部

長
・
美
術
学
部
工
芸
科
教
授
）

特集　大学は世界と対話する

教官・学生はどのような交流をしているのか。
人と人が出会い、創造する場と機会が生まれる。

インタビュー

私たちの国際交流

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
で
隔
年
で
行
わ
れ

今
回
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
過
去
二
回
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
以
外
の
国
も
招
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
音

楽
学
校
（
モ
ス
ク
ワ
）、
ル
ー
ビ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
（
テ
ル
ア
ビ
ブ
）、
そ
し
て
日
本
の
東
京

芸
術
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
学
生
は
自
国
の

作
品
を
含
む
ミ
ニ
リ
サ
イ
タ
ル
を
、
教
官
は

公
開
講
座
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
レ
ッ
ス
ン
の
い

ず
れ
か
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ

ア
ノ
科
内
で
相
談
し
た
上
で
、
講
義
と
演
奏

を
交
え
な
が
ら
日
本
の
現
代
作
曲
家
を
紹
介

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

芸
大
か
ら
は
大
学
院
生
が
一
名
同
行
。
講

義
の
当
日
は
、
芸
大
の
卒
業
生
で
、
現
在
ベ

ル
リ
ン
芸
術
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
二

名
も
協
力
し
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
日
本
の
現
代
ピ
ア
ノ
音
楽
」
と
題
し
た

講
義
・
演
奏
で
は
、
最
初
に
日
本
に
洋
楽
が

入
っ
て
き
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い

っ
た
か
、
芸
大
は
日
本
で
唯
一
の
国
立
芸
術

大
学
で
日
本
の
伝
統
音
楽
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
そ
こ
で
、

日
本
人
で
は
じ
め
て
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
た

山
田
耕
筰
の
「
か
ら
た
ち
の
花
」（
山
田
自

身
の
ピ
ア
ノ
編
曲
）
と
、
Ｌ
・
デ
ィ
ー
ト
リ

ッ
ヒ
の
「
さ
く
ら
」、
別
宮
貞
雄
の
「
五
木

の
子
守
唄
」
の
編
曲
を
演
奏
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
山
田
耕
筰
は
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

の
よ
う
だ
」
と
評
判
で
し
た
。

戦
後
日
本
の
音
楽
界
へ
の
欧
米
か
ら
の
影

響
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
名
な
武
満
徹
に
触

れ
た
あ
と
、
現
代
の
日
本
を
代
表
す
る
作
曲

家
で
あ
る
野
平
一
郎
・
三
善
晃
・
野
田
暉

行
・
石
井
真
木
の
四
人
の
作
品
を
紹
介
し
ま

し
た
。
野
田
・
石
井
の
作
品
は
私
が
弾
き
ま

し
た
が
、
日
本
の
前
衛
的
な
作
品
を
知
っ
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
留
学
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
ベ
ル
リ
ン

は
ド
イ
ツ
音
楽
の
本
拠
地
と
い
う
印
象
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
教
授
の
顔
ぶ

れ
も
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
多

国
籍
的
状
況
で
す
。
演
奏
し
た
学
生
に
も
、

東
洋
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

学
生
に
自
国
作
品
の
演
奏
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
お
国
柄
へ
の
配
慮
も
な
さ

古
嶋
春
子

（
笠
間
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ピ
ア
ノ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
１

大学美術館で行われた交流展のオープニング
では、ソウル大学校の学生たちが手作りのキ
ムチで芸大生をもてなした

初参加の今回は「日本の現代ピアノ音楽」と題して講
議・演奏を行った
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芸
大
オ
ペ
ラ
科
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立

音
楽
演
劇
大
学
と
の
交
流
オ
ペ
ラ
と

し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
オ
ペ
ラ
「
コ

シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」
を
、
一
九
九
九

年
（
芸
大
公
演
）
と
二
○
○
○
年
（
ウ
ィ
ー

ン
公
演
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

九
九
年
の
芸
大
公
演
で
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

三
名
の
オ
ペ
ラ
科
大
学
院
学
生
を
招
き
、
佐

藤
功
太
郎
教
官
の
指
揮
、
芸
大
学
生
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
に
、
本
学
大
学
院
生
と
の
混

成
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
演
奏
会
形
式
で
の
上
演

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
の
公
演
に
は
、
芸
大
か
ら
三

名
の
大
学
院
学
生
が
招
か
れ
て
、
約
十
日
間

と
い
う
短
期
間
の
練
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ウ
ィ
ー
ン
側
の
演
出
プ
ラ
ン
に
応
え
て
す
ば

ら
し
い
演
唱
を
み
せ
、
大
成
功
を
収
め
ま
し

た
。
長
所
と
短
所
を
お
互
い
に
知
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
成
果
に
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
語
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
は
同
じ
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芸
大

生
は
よ
り
深
く
研
究
し
、
安
定
度
を
み
せ
た

点
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
学
生
に
刺
激
を
与
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
芸
大
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
認
識
で
き
た
い
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
学
生
の
、
表
現
の
振

幅
の
大
き
さ
や
感
情
表
現
、
立
ち
居
振
る
舞

い
の
面
で
は
、
日
本
人
と
は
生
活
習
慣
の
違

い
が
際
立
ち
ま
し
た
。

今
回
の
新
し
い
企
画
で
は
、
Ｃ
・
モ
ン
テ

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
同
時
代
の
作
曲
家
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
リ
の
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ

ラ
「
ラ
・
カ
リ
ス
ト
」
を
古
楽
科
と
の
共
同

作
業
で
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は
こ
の
一
月
に
公
演
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
芸
大
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、

ウ
ィ
ー
ン
公
演
に
大
学
院
学
生
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
芸

大
で
の
公
演
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
演
出

家
・
出
演
者
の
一
部
を
招
聘
す
る
と
と
も
に
、

ウ
ィ
ー
ン
で
制
作
し
た
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
用
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
パ
ー
ト
譜
や
舞

台
衣
装
を
、
費
用
折
半
で
使
用
す
る
予
定
で

す
。芸

大
公
演
は
二
○
○
三
年
三
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、「
ラ
・
カ
リ
ス
ト
」
の
上

演
と
し
て
も
日
本
初
演

と
い
う
有
意
義
な
も
の

に
な
る
は
ず
で
す
。

「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト

ゥ
ッ
テ
」「
ラ
・
カ
リ
ス

ト
」
に
引
き
続
き
、
ウ

ィ
ー
ン
国
立
音
楽
演
劇

大
学
と
の
交
流
オ
ペ
ラ

公
演
の
継
続
は
、
豊
か

な
実
り
を
も
た
ら
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
た
た
ら
・
み
ち
お
／

音
楽
学
部
声
楽
科
教

授
）

多
田
羅
迪
夫

国
立
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
演
劇
大
学
と
の

交
流
オ
ペ
ラ
公
演

敦
煌
研
究
院
は
、
有
名
な
莫
高
窟
を
は

じ
め
と
す
る
敦
煌
遺
跡
の
管
理
機
関

で
す
。
研
究
院
は
五
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
な
か
の
保
存
研
究
所
は
保
存
修
復

に
関
し
て
、
中
国
で
も
大
変
重
要
な
組
織
の

ひ
と
つ
で
す
。

研
究
所
に
は
三
十
二
名
の
研
究
者
が
い
ま

す
。
日
本
の
大
学
教
授
に
相
当
す
る
研
究
員

は
三
名
、
助
教
授
に
相
当
す
る
副
研
究
員
は

五
名
、
そ
の
下
の
助
理
研
究
員
は
十
名
い
ま

す
が
、
私
は
副
研
究
員
で
す
。

中
国
で
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
科

学
的
な
方
法
に
よ
る
保
存
研
究
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
中

国
政
府
が
文
化
財
保
存
に
力
を
入
れ
始
め
る

と
と
も
に
外
国
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
そ
れ

を
基
盤
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

外
国
の
重
要
な
協
力
機
関
と
し
て
東
京
文
化

財
研
究
所
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ゲ
テ
ィ
文
化
財

研
究
所
が
あ
り
ま
す
。
日
本
か
ら
の
支
援
協

力
に
は
平
山
郁
夫
現
学
長
の
大
き
な
支
援
が

あ
り
ま
し
た
。
芸
大
へ
は
、
毎
年
の
よ
う
に

敦
煌
研
究
院
か
ら
研
究
員
が
派
遣
さ
れ
、
保

存
科
学
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
史
の
研
究
者

も
、
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
を
大
い
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

私
は
西
安
市
と
敦
煌
の
中
間
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
上
に
あ
る
蘭
州
の
出
身
で
す
。
蘭
州
大

学
で
は
化
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
敦
煌

研
究
院
で
公
開
募
集
が
あ
っ
た
と
き
、
自
分

の
専
門
分
野
が
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
応
募
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
壁
画
に

使
わ
れ
て
い
る
顔
料
の
成
分
分
析
、
保
存
の

た
め
の
湿
度
の
測
定
な
ど
、
貴
重
な
壁
画
を

後
世
に
残
す
た
め
に
は
、
化
学
的
知
識
は
と

て
も
重
要
な
の
で
す
。

私
は
二
○
○
○
年
六
月
に
来
日
し
、
今
年

の
五
月
に
中
国
に
戻
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、

芸
大
の
教
官
・
学
生
の
方
々
と
共
同
で
研
究

し
て
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
す
ご
せ
ま

し
た
。
し
か
も
、
芸
大
に
は
優
れ
た
実
験
技

術
と
先
端
的
な
分
析
機
器
が
あ
り
、
東
京
に

は
世
界
中
の
文
献
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
芸

大
や
東
京
文
化
財
研
究
所
は
、
日
本
の
資
料

だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
の
文
献
も
充
実
し
て

い
る
の
で
、
大
い
に
活
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
で
獲
ら
れ
た
最
も
重
要
な
こ

と
に
は
、「
ど
の
よ
う
に
保
存
す
べ
き
か
」
と

い
う
保
存
の
理
念
が
あ
り
ま
す
。
技
術
や
情

報
の
蓄
積
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
そ
し
て
芸

大
は
、
確
固
と
し
た
理
念
を
も
っ
て
、
文
化

財
保
存
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。

（
す
・
ぼ
う
み
ん
／
大
学
院
保
存
科
学
研

究
室
客
室
研
究
員
）

蘇
伯
民

中
国
か
ら
派
遣
さ
れ

壁
画
保
存
を
研
究

奏楽堂で行われた交流オペラ公演
「コシ・ファン・トゥッテ」

れ
て
い
ま
す
。

距
離
と
時
間
の
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
東

京
の
芸
大
で
も
、
い
ず
れ
こ
の
よ
う
な
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
け
た
ら
な
に
よ
り
で
す
。

（
こ
じ
ま
・
は
る
こ
／
音
楽
学
部
器
楽
科

教
授
）



私
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
東
部
、
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
州
ハ
ル
の
出
身
で
す
。

子
供
時
代
、
ハ
ル
で
は
外
国
の
文
化
と
出
会

う
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
に
移
民
し
て
来
た
祖

父
母
を
と
お
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
葉
と
文

化
に
接
し
て
い
ま
し
た
。
祖
父
母
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
を
聞
い
て
、
私
は
ハ
ル
と
い
う
貧
し

い
港
町
（
雨
が
降
り
止
ま
ず
、
太
陽
は
め
っ

た
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
な
い
）
の
外
の
世
界
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
一
七
歳
の
時

に
、
ギ
リ
シ
ア
の
あ
る
村
の
修
道
院
に
滞
在

す
る
ま
で
は
、
音
楽
家
に
な
ろ
う
と
決
め
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
町
で
、
初
め
て
バ
ッ

ハ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
の
西
洋
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
は
違
う
音
楽
を
聴
き
、
以
後
、
異

文
化
の
音
楽
を
研
究
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し

た
。ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
は
、
民
族
音
楽
学

専
攻
が
な
か
っ
た
の
で
、
音
楽
学
を
専
攻
し

ま
し
た
。
最
終
学
年
時
、
日
本
の
音
楽
と
文

化
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
日
本
へ
行
っ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三

年
間
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
語
学
指
導
等

を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
）
に
よ
り
、
茨

城
県
の
と
て
も
小
さ
な
町
で
す
ご
し
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
て
、

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
オ
リ
エ
ン
ト
・

ア
フ
リ
カ
研
究
学
部
）
で
民
族
音
楽
学
の
修

士
課
程
に
入
学
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
二
年
間

の
文
部
科
学
省
の
国
費
研
究
留
学
生
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
修
士
課
程
の
最
終
学
年
に
、

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
八
丈
島
か
ら
三
人
の
太
鼓
奏
者

が
来
学
し
、
大
英
博
物
館
見
学
の
案
内
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
国
費
留
学
生
と
し
て
来
日

し
た
時
、
太
鼓
音
楽
を
研
究
す
る
た
め
五
つ

の
伝
統
を
調
査
し
よ
う
と
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

た
の
で
す
が
、
八
丈
島
の
音
楽
が
大
変
興
味

深
か
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
こ
の

島
の
伝
統
の
集
中
的
調
査
に
当
て
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

日
本
の
大
学
を
経
験
し
た
の
は
、
芸
大
が

始
め
て
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
と
は
シ
ス
テ

ム
が
違
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
日
本
で
は
自

宅
よ
り
も
、
大
学
で
研
究
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
私
の
セ
ミ
ナ
ー

の
学
生
は
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
ア
イ
デ
ア

を
討
議
し
、
情
報
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
で
は
、
講
義

（
修
士
課
程
）
や
個
人
指
導
（
博
士
課
程
）

の
た
め
で
な
け
れ
ば
、
大
学
に
来
る
こ
と
は

求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
ほ
と
ん
ど

の
大
学
院
学
生
は
、
郊
外
に
住
ん
で
お
り
、

あ
ま
り
大
学
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み

ア
イ
デ
ア
を
討
議
し
、
電
子
メ
ー
ル
で
助
け

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
孤
独
な
勉
強

の
し
か
た
で
す
。

私
は
、
イ
ギ
リ
ス
式
で
育
っ
た
の
で
自
宅

で
研
究
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
す
が
、
芸

大
に
行
き
他
の
学
生
に
会
え
る
の
は
好
き
で

す
。
日
本
語
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
い
つ
で
も
誰
か
に
訊
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
在
学
す
る
留
学
生
が
英
語

で
同
様
な
手
助
け
を
得
る
の
は
、
難
し
い
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
芸
大
で
は
博
士
課
程
の
学
生
は

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
し

ば
し
ば
日
本
語
で
論
文
を
書
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
留
学
生
に
は
、
と
て
も
有
益
で
す
。

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
で
は
、
助
力
を
求
め
て
関
係
教
官

に
会
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

わ
ざ
わ
ざ
遠
い
大
学
に
行
っ
て
、
長
時
間
廊

下
で
座
っ
て
待
っ
た
あ
げ
く
、
い
つ
も
助
力

を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
す
。

と
は
い
え
、
私
の
研
究
課
題
の
重
要
な
部

分
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

場
所
が
東
京
か
ら
遠
い
た
め
、
こ
の
重
要
な

調
査
を
行
う
こ
と
は
、
通
学
に
重
き
を
お
く

日
本
の
シ
ス
テ
ム
と
は
相
い
れ
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
指
導
教
官
の
支
持
が
あ
る

と
は
い
え
、
大
学
の
全
て
の
部
署
で
理
解
が

得
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
八
丈
島
に

行
く
と
き
に
は
、
い
つ
も
ず
る
休
み
を
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
留
学
生
が
、

東
京
を
離
れ
て
調
査
活
動
を
行
う
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
す
か
ら
、
大
学
は
こ
の
事
情
を

も
っ
と
考
慮
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（Jan
e
A
laszew

sk
i

／
大
学
院
音
楽
研
究

科
国
費
研
究
留
学
生
）

ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ラ
シ
ェ
フ
ス
カ

日
本
の
伝
統
音
楽
を
調
査
す
る
た
め

イ
ギ
リ
ス
か
ら
留
学
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姉妹校・大学間交流協定締結校一覧

相手方学校名 国名 締結年月日 対象学部 備考

中央美術学院 中華人民共和国 1989年 4月 1日 美術学部

ミュンヘン音楽大学 ドイツ連邦共和国 1989年 7月31日 音楽学部

シュトゥトガルト芸術大学 ドイツ連邦共和国 1989年 7月31日 音楽学部

ソウル大学校美術大学 大韓民国 1989年 7月31日 美術学部

シベリウス音楽大学 フィンランド 1992年12月10日 音楽学部

中央音楽学院 中華人民共和国 1993年 4月 1日 音楽学部

ウィーン音楽演劇大学 オーストリア共和国 1996年 5月27日 音楽学部

パリ国立高等音楽舞踊院 フランス 1997年11月10日 音楽学部

英国王立音楽院 イギリス 1998年 5月18日 音楽学部

清華大学美術学院 中華人民共和国 2000年11月 7日 美術学部 旧中央工芸美術学院。学部間交流

王立メルボルン工科大学 オーストラリア 2001年 1月31日 美術学部 美術、デザイン＆コミュニケーション学部との協定

ソウル大学校音楽大学 韓国 2001年 4月24日 音楽学部

王立北部音楽院 イギリス 2001年10月12日 音楽学部

韓国芸術総合学校 韓国 2001年10月29日 音楽学部 学部間交流




